








































 少数残存歯の歯根面を義歯床で覆う オーバ 一 デソチャー の利点の一つとして, 残存歯根の歯根膜
 演感覚受容羅として機能することがあげられてい る。 しか し, 現在までオーバーデンチャーで機能
 蒔の歯根膜の役割を直接的に明 らかにした報告はない。 また, 食物の咀嚼にとって最も重要な要素
 の一つであると考え られる硬さ弁別に関与する受容羅についても 必ずしも明 らかにされていない。
 そこで, 本研究はオーバーデソチャー装着者を被験春にして, 義歯床下粘膜薗に根面板をつけた場
 合 (PL(+)) とつけない場合 (PL(一)) について硬さ弁別の実験を行い, 弁別時における残存歯
 根の歯根膜の役割を明らかにし, さらに, 硬さ弁別に関与する受容器を検索した。 被験者はオーバ
 ーデンチャー装着者5名である。 また対照群として, 正常有歯顎者i2名, 全部床義歯装着者6名を
 選んだ。 硬さ弁別に用いたゴム板は∫ ゴム硬度差が10度である No. i, 3, 5, 7, 9の5種類 であ
 る。 これ らの ゴム板をU字型を したステンレススチールの一端にはり5種類のテス ト板と した。 ま
 たNo. 5のテス ト板は基準板としても使用 した。 さらに, ステンレススチールの中央部にストレェ
 ーンゲージをはり, 弁別時の咬合力を同時に測定した。 実験の手順は, まず被験者に基準板を咬
 ませ, その直後にテスト板を咬ませ, これが基準板と比べて "硬い" か "軟らかい" かあるいは
 "同 じ" と感じるかを答えさせた。 テス ト板の提示はランダムとし, おのおののテスト板の提示回
 数はio回, 計50回の試行を行い, オーバーデ ソチャー装着奢, 正常有歯顎奢, 全部床義歯装着者
 で, 弁別能を示す誤解答数, 弁別時の咬合力, 咬合力で咬合力の標準偏差を割った咬合力の調節能
 力について比較検討した。 また, すべての被験者について, 開口度10蹴と20縦の2系列について実
 験した。 その結果, i. オーバーデソチャー装着者において, PL(+)の方が PL(一)に比べて弁別
 能が優れ, 弁翔時の咬合力の調節能力も勝っていた。 2. オーバーデンチャ一襲著者 に おい て,
 PL(+) の弁別能および弁別時の咬合力の調節能力は正常有歯顎砦あそれに近似し, PL (一) では
 全部床義歯装着者のそれに近似していた。 3. 開欝度を鎗鷹から20灘へ増加した場合, オーバーデ
 ンチ暁一装藩老で PL (+)と正常有歯顎者では, 弁別能および弁別時の咬合力の調節龍力は低下し
 た。 4方, オーパーデンチャー装着者で PL(一)と全部床義歯装着者では, 弁別能および弁鋼時あ
 咬合力の調節能力に関してそのような変化は認められなかった。 以上より, オーパーデンチャー装
 著者での残存歯根の歯根膜は, 硬さ弁別にお1.・て弁別能を高めるという 重要な役割を 担うととも
 に, 弁別時の咬合力の調節にも関与している。 さらに, 硬さ弁別に関与する受容羅は, おもに歯根
 膜の機械受容羅であり, 硬さ弁別においては, 咀嚼筋の筋紡錘や顎関節の固有受容雛は, 弁別龍や
 弁潮時の咬合力 の調 節能力を低下させているものと思われ る。
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審査結果要旨
 義歯床下顎堤内に歯根を残して義歯を製作す る, いわゆるオーバーデンチャーの手法が臨床にお
 いて多く行われている。 その測点としては, これによって歯槽骨の吸収が予防でぎること, また,
 歯根を義歯の維持に利用できるこ と, さらに残存歯根の歯根膜感覚受容器の保存利用などがあげら
 れている。 しかし歯根膜受容器の機能についてはまだ充分に明 らかにされているとはいえない。 本
 論交はこの点に着濡 し, オーバーデソチャ一襲着時における残存歯根歯根膜の役割について明 らか
 にすると共に, 歯根膜感覚によ る硬さ弁別機能 についても種々 検討を換えた。
 実験は, 硬度の異なるゴム片を試験資料として一驚条件のもとで咬合させ, その硬度差の弁別能
 を精神物理学的測定法を用いて種々検討した。 まず, オーパーデンチャー装着者を被験者として,
 歯根膜に咬合力が舶わるように した場合と咬合力が加わ らないように した場合について比較実験を
 行った。 また, 有歯顎者および歯根の全くない全部床義歯装着籍について 魂・ 同様の実験を行い, そ
 れぞれの結果を対比させた。 以上の実験において, 同時に試験片咬合時の咬合力の測定を行い, そ
 れによって咬合力の調節能力についても検討を加えた。 さらに咬合時の開β度の違いによる硬さ弁
 別能の変化をしらべ, これによって咀囑筋の筋紡錘や顎関節の固有受容器などが, 歯根膜感覚入力
 に どのように影響するかについての検討を行った。 その結果以下の結論を得た。
 (i〉 歯根膜の機械受容器は硬さ弁翔に大きく関与する重要な受容器であり, オーパーデンチャー
  装着者での残存歯根の歯根膜は, 義歯装着時に おける硬さ弁別能を高めるという重要な役割を
  担うとともに, 弁別時の咬合力調節能力の向上にも役立っていることが確かめ られた。
 (2) 硬さ弁理が歯根膜感覚に依存している場合には, 咀嚼筋の筋紡錘や顎関節の固有受容器から
  の情報が歯根膜か らの感覚入力に影響を及ぽ し, 硬さ弁別能および弁別時の咬合力調節能力を
  低下させるように作用する可能性が示唆された。
 以上の結果か ら, オーバーデンチャー装着時における残存歯根歯根膜の役割が明 らかにされたと
 同時に, これによって, 晦床において義歯床下顎堤内に歯根を残してオーパーデンチャーを装着す
 ることの効果が改めて認識されることとなった。 さらに本研究の成果は, 今後オーバーデンチャー
 を応用する際の設計, および義歯装着後の経過を予測する上にも有意義な根拠を与えるものと思わ
 れ る。
 以上の点か ら, 本論文は補綴学の基礎的研究と臨床技術開発に貢献するところが大であ り, 学位
 授与に値するものと認定する。
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